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まえがき 

この 規格 は， 工業 標準化 法 第 14 条 によって 準用す る 第 12 条第 1 項の 規定に 基づき， 財団法人 自転車 産 
業 振興 協会 （JBPI) 及び 財団法人 日本規格協会 （JSA) から， 工業 標準 原案 を 具して 日本工業規格 を 改正す 
べきとの 申出が あり， 日本 工業 標準 調査 会の 審議 を 経て， 経済 産業 大臣が 改正した 日本工業規格 である。 
これによ つて， 丄 IS D 9302: 1998 は 改正され， この 規格に 置き換えられた。 

この 規格 は， 著作権法で 保護 対象と なって いる 著作物で ある。 

この 規格の 一部が， 特許権， 出願 公開 後の 特許 出願， 実用新案 権 又は 出願 公開 後の 実用新案 登録 出願に 
抵触す る 可能性が ある ことに 注意 を 喚起す る。 経済 産業 大臣 及び 日本 工業 標準 調査 会 は， このような 特許 
権， 出願 公開 後の 特許 出願， 実用新案 権 又は 出願 公開 後の 実用新案 登録 出願に 係る 確認に ついて， 責任 は 
もたない。 
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著作権法 によ り 無断での 複製， ま; 載 等 は 禁止され ております。 
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幼児 用 自転車 

Bicycles for young children 

序文 

この 規格 は， 2002 年に 第 2 版と して 発行され た ISO 8098 を 基に 作成した 日本工業規格 であるが， 国際 
規格が 公道での 乗 用 を 意図す る もので はない のに 対し， この 規格で は 主に 公道 上での 乗 用 を 意図して いる 
などに よって， 技術的 内容 を 変更して 作成した 日本工業規格 である。 

なお， この 規格で 側線 又は 点線の 下線 を 施して ある 箇所 は， 対応 国際規格 を 変更して いる 事項で ある。 
変更の 一覧表に その 説明 を 付けて， 附属 書 JA に 示す。 



1 適用 範囲 

この 規格 は， J お _P9!_U や _鼠 室:?.^: 攀 _き_&.§_ 幼児 用 自転車 （以下， 幼児 車と いう。） について 規定す る。 
注記 この 規格の 対応 国際規格 及び その 対応の 程度 を 表す 記号 を， 次に 示す。 

ISO 8098 ： 2002, Cycles — Safety requirements for bicycles for young children (MOD) 

なお， 対応の 程度 を 表す 記号 （MOD) は， l:SO/IECGuide21 に 基づき， 修正して いる こと を 
示す。 



2 引用 規格 

次に 掲げる 規格 は， この 規格に 引用され る こ とに よって， 
引用 規格 は， その 最新 版 （追 補 を 含む。） を 適用す る。 
JISA1481 建材 製品 中の アスベスト 含有率 測定 方法 
JIS B 0205-1 一般 用 メートル ねじ 一 第 1 部： 基準 山形 
JIS B 0205-2 一般 用 メートル ねじ— 第 2 部： 全体 系 
JIS B 0205-3 一般 用 メートル ねじ 
JIS B 0205-4 一般 用 メートル ねじ 
JIS B 0209-1 一般 用 メートル ねじ 
JIS B 0209-2 —般 用 メートルね じ- 
め あい 区分） 
JIS B 0209-3 —般 用 メートル ねじ 
JIS B 0225 自転車ね じ 
JIS D 9101 自転車 用語 
JIS D 9111 自転車 一分 類 及び 諸元 
JIS D 9112 自 転 車 用 タイヤー 諸元 
JIS D 9401 自 転 車 一 フレーム 



. の 規格の 規定の 一部 を 構成す る。 これらの 



第 3 部： ねじ 部品 用に 選択した サイズ 
第 4 部： 基準 寸法 
公差— 第 1 部 ： 原則 及び 基礎 データ 

公差— 第 2 部 ： 一般 用お ねじ 及びめ ねじの 許容 限界 寸法 一中 （は 
公差 一 第 3 部： 構造体 用ね じの 寸法 許容 差 



著作権法に より 無断での 複 u， »a 等は禁 止 されて おります。 
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JIS D 9411 自転車 用 どろよけ 

JIS D 9412 自転車 用 ハン ドル 

Hd 9413 自転車 一にぎ り 

JIS D 9414 自転車 一 ブレーキ 

JIS D 9415 自転車一 ギヤ クランク 

JIS D 9416 自転車 一 ペダル 

JIS D 9417 自 転 車 用 チヱ ーン 

JIS D 9418 自転車— フリー ホイール 及び 小 ギヤ 

JIS D 9419 自転車 ーハブ 

JIS D 9420 自 転 車 用 スポーク 

JIS D 9421 自転車— リ ム 

JIS D 9422 自転車 用 夕 ィ ャ バル ブ 

JIS D 9431 自転車 ーサ ドル 

JIS D 9432 自転車一 チェーン 引き 及び クランク ピン 

JTS D 9451 自転車— ベル 

JTS D 9452 自転 寧ーリ フレックス リフレ クタ 

J IS D 9453 自転車— リャ キヤ リ ャ 及び ス タ ン ド 

JIS D 9454 自転車一 チヱ ーン ケース 

JIS D 9456 自転車— 錠 

J1SG4303 ステンレス鋼 榨 

JIS K 6302 自転車 用 タイヤ 

J IS K 6304 自転車 タイヤ 用 チューブ 

J IS R 6252 研磨紙 

JIS R 6253 耐水 研磨紙 



3 用語 及び 定義 

この 規格で 用いる 主な 用語 及び 定義 は， JISD9101 による ほ 力、， 次に よる。 

3.1 

補助 車輪 （stab 川 zers) 

幼児 車の 横 倒れ を 防止す るた めに 使用す る， 車輪 両側 部に 補助 的に 取り付けられる 着脱 可能な 小 車輪。 

4 構成 及び 部品 
4.1 構成 

幼児 車 は， 走行 上 及び 安全 上 必要な 表 1 に 示す 部品から 選択して 構成す る。 
4.2 部品 

幼児 車の 部品 は， 表 1 に 示す 日本工業規格 による 力、， 又は これらの 日本工業規格に 定める 品質と 同等 以 
上の 品質の もの を 用いる。 ただし， 表 1 に 示す 部品で 適用す る 日本工業規格がない 部品 を 用いる 場合に は， 
走行 上 及び 安全 上 必要 となる 品質 を もつ も のでなければ な ら ない。 

なお， ねじ は， JISB 0225, JISD9418 の 附属 書 1 及び JISD9422 の 附属 書の 規定に よる ものの ほか は， 
國 B 0205-l〜JIS B 0205-4 の 規定に よる ものと し， その 許容 限界 寸法 及び 公差 は JIS B 0209- ト J 謹 I 



著作権法 により 無断での 一 転載 等 は 禁止され てお ります。 



3 

D 9302 ： 2008 

0209-3 に 規定す る 公差 域 クラスの 6H/6g 以上と する。 

表 1 一 構成 



部分 分類 a) 


部品 名 


日本工業規格 


車体 部 


フ レーム 


JIS D 9401 


操縦 装置 


ハンドル 


J1S D 9412 


にぎり 


JIS D 9413 


駆動装置 


ギヤ クランク 


JIS D 9415 


ペダル 


JIS D 9416 


チェーン 


JIS D9417 


フリー ホイール， 及び 小 ギヤ 


JISD9418 


(ュ ニッ ト ハブ） b ) 


JIS D 9419 


走行 装置 


タイヤ 


JISK6302 


チューブ 


JISK6304 


リ ム 


JIS D 9421 


スポーク 


JIS D 9420 


ハブ （普通 ハブ， ュニッ ト ハブ， ハブ ギヤ， 
コース タ ハブ， 及び ハブ ブレーキ） 


JIS D 9419 


一体 車輪 




補助 車輪 


5.11 


チェンジ ギヤ 装置 


(ハブ ギヤ） b ) 


JISD9419 


制動 装置 


ブレーキ （リム ブレーキ， キヤ リパ ブレー 
キ， バンド ブレーキ， 内拡 ブレーキ， 及び 
ディスクブレーキ） ， 


JIS D 9414 


(コース 夕 ハブ） b )， （ハブ ブレーキ） b) 


JIS D 9419 


座席 装置 


サドル 


J1SD9431 


請 載 装置 


キヤ リャ 


JIS D 9453 


バス ケ ッ ト 


― 


バッ グ 


― 


ffu 装置 


スタン ド 


JIS D 9453 


S 裉 装置 


ベル 


JIS D 9451 


ブザー 




リ フレックス リフレ クタ 


JISD9452 


保護 装置 


どろよけ 


JIS D 9411 


フラップ 




チェーン ケース 


JIS D 9454 


ピン カバー 




附属 部品 


鉞 


JIS D 9456 


締結 部品 


クランク ピン， 及び チェーン 引き 


JIS D 9432 


ボルト， ナット， 及び 小ね じ 




■ 部分 分類 は， J1SD9111 による。 

b) ユニット ハブは 駆動お 能 を， ハブ ギヤ は チェンジ ギヤ 機能 を， コース タハブ 
及び ハブ ブレーキ は 制動機 能 を 兼ね備えた 複合 部品で ある 力、 いずれも 走行 
装置に 分類す る。 

なお， コース タハブ は ISO 規格で は バック ペダル ブレーキ （back-pedal 
brake) と 呼ばれて いる。 



著作権法に よ り 無断での 複製， 転: 載 等 は 禁止 さ れて お り ま す。 



^ 950-1 350( 幼児 車の 長さ） 

図 1 一 幼児 車の 寸法 （参考） 

5.1.2 先鋭 部 

幼児 車 は， 通常の 乗車 走行 及び 取扱 操作で 人体に 危害 を 及ぼす おそれが ある 鋭い かど， とがり， ばり， 

かえり な どが あ つて はならない。 复な ！ …ズ -ヒ 二え ヒヅ 二，… みえ ヒ _ビ_ なぶせ 端 都 j こ丄 も… あせ 

区せ 餐星 に歷 駄レ §3 ^ま な-ど：？ 靈ね なせ^ M な 丘 

5.1.3 突起 物 

組立 後， 長さ 8mm 以上の 露出した 硬い 突起 物 （ただし， 軟らかい ゴム 及び プラスチック は 含まない。） 
は， 端 部が 半径 6.3 mm 以上に 丸められ， 更に 断面が 長方形の 場合に は 12.7 mm より 大きい 長辺 寸法， そ 
して， 3.2 mm より 大きい 短 辺 寸法で なければ ならない。 また， ねじ 類 は， おね じが 締め付け 相手 部分 （ナ 
ット 面な ど） からね じの 外径 以上に 長く 突き出して はならない。 

なお， チェ一 ン 引きな ど 調整 を 必要と する もの， 及び キャップ などで 覆われて いるもの は， この 規定 を 
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5 安全性 （性能， 構造 及び 形状 • 寸法 を 含む） 
5.1 一般 
5.1.1 主要 寸法 

幼児 車の 長さ， 幅 （補助 車輪 を 含む。; 及び サドル 最大 高さ は， 




図 1 による。 



位 

単 





わ) 



著作権法に よ り 無断での 胃, ぉま^ はお 止されて おり ま す。 
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適用し ない。 

注記 突起 物 試験 円筒 は， 長さ 150 mm 及び 直径 45 mm の 円筒 （腕に 相当す る） の 中央部 50 mm の範 
囲に 接触し 得る もの を 露出した 突起 物と 判定す る もので， 必要に応じて 使用しても よい （図 2 
参照)。 

単 llZ mm 



■) 1 

； \ ^ ^ 1 










50 


50 






150 



図 2 — 突起 物 試験 円筒 



5.1.4 ワイヤ 

，…ま た， ブレーキ 系統が 円滑に 作動 し なければ な ら ない。 
なお， イン ナ の 末端 は， ほ つれない ように ワイヤ キャップ などに よって 処理し， ワイヤ キヤ ッ プな ど は， 
プッ シ ュ プル スケールで 引っ張 り 20 n の 離脱 力に 耐えな ければ な ら ない。 

5.1.5 各部の 固定 

绍児！^ 备鄧耷 厘 室: お &歷め __± 分な 園定 カ^ 侵 A 扛 H き— で^ ゅ鱼ヒ ，…使 甩 遞 ま-な ヒ i 
う j こ 極 やせ はな は まな^な ヒ。… ブレーキ 本体 及び どろよけ を フレーム に 取 り 付ける ねじ 並び にサス ペン 
シ ヨン 装置の 組 付けに 使用す るね じ は， ロック ヮッ シャ， ナイロン ナット， 接着剤な どの 緩 止めと ともに 
使用 しなければ な ら ない。 なお 上しぶ ろ丄は f 前後。 ズ 軸お 直 M 画室す る こせ ，ー__&比ゅ_を 使 通ん 全— く: 
1も よ- ヒ ^ 直ち- ノ丄ヒ ど^^:? びお 二 上^ 乙 上め… ぞ れ^や-食せ 週! ^塾お 上 H ゆ舍 おせ ェ鼠 

ハンドル バー， ハンド ルス テム， バー エンド バー， サドル， 及び シート ポスト を 固定す るね じ は， 製造 

業者が 推奨す る 締付け トルクの 150% で 締め付けた ときに 破損して はならない。 
5.2 ブレーキ 
5.2.1 —般 

幼児 車 は， び-後 蔓輸ゅ そ丄し _ぞれ き _暖|たす_§_?1 あ 德ゆズ _ヒ 二 1 を 装備 し な ければ な ら ない。 ァス 
べス ト を 含有す る ブレーキ 部材を 使用して はならない。 

な あ 乙ろ づ丕上 Q 直 無せ a __ぉ さ-さ ュ4?1み_？ 二 (二き 分析 MM による^ 性せ 洼) -ぶ よ- 2 ェ確 

5.2.2 手動 ブレーキ 

手動 ブレーキ は， 次に よる。 

a) ブレーキ レバーの 配置 ブレーキ レバー は， 一般に 前 ブレーキ 用 を ハンドル バーの 右， 後 ブレーキ 用 
を ハン ドル バーの 左に 配置す る。 

b) ブレーキ レバーの 開き ブレーキ レバーの 外側と にぎりの 外側との 距離 は レバー 先端から 20 mm の 
部分 を 除き， 60 mm 以下 り でなければ ならない （図 3 参照）。 

注 " 60 mm 以 ― F に 調節で きる もので もよ レ、。 



^作 拖法に 1 1 断での 複製， ：fe 職 等 は 禁止され てお り ます。 
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単位 





図 3 — ブレーキ レバーの 開き 



c) ブレーキの 取 付け ブレーキ 本体 を フレームに 取り付ける ねじ は， ばね 座金， ロック ヮッ シャ， ナイ 
ロン ナツ ト などの 緩 止めと ともに 使用し なければ ならない。 

d) ブレーキ 摩擦 材の 固定 ブレーキ ブロック， ブレーキ ライニング など は 舟， ライニング 帯な どに 確実 
に 取り付けて あり， 6.1 の ブレーキ 揺動 試験 を 行った とき， 舟， ライニング 帯な どから 外れたり， き 裂 
が 生じて はならない。 また， 揺動 試, 験 後， ブレーキ 系統が 5.2.4 a) 及び 5.2.5 a) に 適合し なければ なら 
ない。 

e) ブレーキの 調整 機構 ブレーキの 調整 機構 は， 次に よる。 

1) ブレーキ は， ブレーキ ブロック， ブレーキ ライニング などの 摩耗， ワイヤの 伸びな どが 生じた と 
き ， 制動 力 を 維持す る た めの 調整が で き る 構造で なければ な ら ない。 

2) ブレーキ は， ブレーキ ブロック， ブレーキ ライニング などと 制動 面との すき 間が 適切で， ブレーキ 
レバー を 握って 操作した とき， ブレーキ ブロック， ライニング などに 著しい 片 当たりが あって はな 
ら ない。 

3) ロッド 式の ブレーキ を 使用した 幼児 車で は， ハンドルの 操 だ 角 を 60° にと つたと き， ブレーキ プロ 
ック， ブレーキ ライニング などが 制動 面と 接触したり， 後 パイプ 及び 短 棒に 著しい 曲がり， ねじれ 
などが 生じて はならない。 

5.2.3 コース タ八ブ 

コース タハブ は， ギヤ クランク を 逆転した とき 60° 以内で 制動が 効き 始め， 正 転した とき は 直ちに 制動 
が 解除され な ければ な ら ない。 

なお， クランク 逆転 角度 は， 任意の クランク 位置から クランクに 14 N'm 以上の トルク を 加えて 測定す 

る。 

5.2.4 ブレーキの 強度 

ブレーキの 強度 は， 次に よる。 

a) 手動 ブレーキ 手動 ブレーキ 付き 幼児 車 は， 6.2.1 の 強度 試験 を 行った とき， ブレーキ 系統 及び その 構 
成 部品に 異常が 生じて はならない。 

b) コース タ八ブ コース タハブ 付き 幼児 車 は， 6.2.2 の 強度 試験 を 行った とき， ブレーキ 系統 及び その 構 
成 部品 に 異常が 生 じて はならない。 
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5.2.5 制動 力 ト 

制動 力 は， 次に よる。 

a) 手動 ブレーキの 制動 力 は， 6.3 の 制動 力 試験 を 行った とき， レバー 操作 力 を 50 N〜90N 順次 増す に 従 
い， 増加し なければ ならない。 また， 50 N 及び 90 N の レバー 操作 力 を 加えた ときの 制動 力 は， 表 2 
による。 

なお， 前 ブレーキ では 制動 力が 最小値と 最大値との 制限 範囲 内で， 後 ブレーキ では 最小値 以上で な 
ければ ならない。 ' 



表 2 — 手 動 ブレーキの 制動 力 

単位 N 



ブレーキ レバー 

操作 力 


タイヤ 表面に おける 制動 力 


最小 


最大 （前 ブレーキ だけ） 


50 


40 


120 


90 


60 


200 



b) コース タハブ の 制動 力 は， 6.4 の 制動 力 試験 を 行った とき， ペダルに 加える 力 を 20N〜100N まで 順次 
増す に 従って， 増加し なければ ならない。 また， 制動 力 は， ペダルに 加える 力の 50% 以上で なければ 
ならない。 
5.3 操縦 部 
5.3.1 操縦 安定性 

操縦 安定性 は， 次に よる。 

a) 操縦 回転 部に は， きしみ， 当たりな どの 不 円滑 及び 著し いがたが あって はならない。 

b) サドル を 最後 方位 置に し， 乗員が その 最後 方 部に 座乗して， 両手で ハンドル にぎり 部 をつ かんだ と 
き， 幼児 車 及び 乗員の 合計 質量の 25% 以上が 前車輪に かからなければ ならない。 

c) 操縦 角度 は， 左右 それぞれ 6 0。 以上で なければ ならない。 ただ ぉぞぉ _1 ，ニ^よ S§_LT 

_にま_ な-. ら な 上?—。… 
5.3.2 操縦 部の 組 付け 強度 

操縦 部の 組 付け 強度 は， 次に よる。 

a) ハンドル バー は， 6.5.1 の 固定 試験 を 行った とき， ハンド ルス テムに 対して 動いて はならない。 

b) ハンド ルス テム は， 6.5.2 の 固定 試験 を 行った とき， ホークス テムに 対して 動いて はならない。 
5.3.3 八ン ドル 及びに ぎり 

ハンドル 及びに ぎり は， 次に よる。 

a) ^_gA.^M^MA\^^^^ 

b) ハンドル を はめ 合せ 限界 標識まで 引き上げ， サドル を 最低 位置まで 下げた とき， ハンドル にぎり 部の 
最上 部 と サ ドル 座 面 中央部 と の 高さの 差 は， が m— を 超えて はな ら ない。 

C) ハンドル バーの 両端 は， にぎり， エンド キャップ などで 覆わなければ ならない。 また， にぎり は， あさ...?. 
9憩墜1行_?_な A き,…! 上の 離脱 力 に 耐え な ければ な ら ない。 壬 _ヒ _ビ ま H ズ立 ぶせ 丄 
, 全 fir? 右丄， UQlPlll^^ji え^は^ば 全ら^ レ、… 

5.4 前 ホーク 

前 ホークの 前車輪 取 付 部 は， 前 ハブ軸 及び 玉 押し 部 をつ め 溝 底 及びつ め 面に 突き 当てた とき， 前車輪 
が， 前 ホークの 中心に 位置す るよう な 構造で なければ ならない。 



お作^ 法に 1 1 無断での^ 魁， fe^y:^ ii: さ れ てお り ま す。 
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5.5 車輪 
5.5.1 回転 精度 

車輪の 縦 振れ 及び 横 振れ は， ハブ軸 を 固定し， 車輪 を 1 回転 させた とき リム 面で 測定した ダイヤル ゲー 
ジの 指針が 動く 最大 幅で 表し， 次に よる。 図 4 に 測定 方法の 例 を 示す。 

a) 縦 振れ リムの 適切な 位置で， 図 4 のように 測定した 場合の 縦 振れ は， リム を 制動す る ブレーキが あ 

る もの は 2 mm, _そ_9_:き_9_ち_9_：？」 丄 lP?m. を 超えて はならない。 

b) 横 振れ リムの 適切な 位置で， ハブ 軸と 平行に 測定した 場合の 横 振れ は， リム を 制動す る ブレーキが 
ある もの は 2mm， その他の もので は 4 mm を 超えて はならない。 




図 4 一車 輪回 転 精度 測定 方法 例 



5.5.2 すき 間 

タイヤと， フレーム 体 又は 前 ホーク 各部との 間に は， 6mm 以上の すき 間がなければ ならない。 
5.5.3 強度 

車輪 は， 6.6 の 車輪の 静的 強度 試験 を 行った とき， 各部に 異常が なく， 力の 負荷 位置での 永久 変形 量が 
1.5 mm 以下で なければ な ら ない。 
5.5.4 車輪の 保持 
5.5.4.1 

各 車輪 は， フレーム 体 又は 前 ホークに 固定され ており， 製造業 者の 指示 どおりに 調整した とき， 5.5.4.2 
及び 5.5.4.3 に 適合し なければ ならない。 

ハブ ナットの 最低 取 外し トルク （緩め トルク） は， 製造業 者が 推奨す る 締付け トルクの 70% 以上で なく 
て はならない。 , 
5.5.4.2 前車輪の 保持 

前ハブ 軸に 対し， 車輪の 取 外し 方向に 500 N の 力が 左右 均等に かかる ように 30 秒 間 加えた と き， 前ハブ 



法に より 無断での : — ^^^B 止されて おり ます。 
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軸が 動いて はならない。 ただん _，___g 遮 当 蔓 者 週^ i 塞 1 よ ク_：^_.，11 な 拫闊ぞ 二え に 碁：^？:^ ぶぶ 凰 塞. 
カゃ 體定耷 ^ズォ _义 上^ ) 鲼过は 上 生え 9， 塞-に はえ:^^ よ^ ヒ 

5.5.4.3 後車 輪の 保持 

車輪 軸の 両側 対称に， 1 000N の 力 を， 車輪の 取 外し 方向に 30 秒 間 加えた と き， 後ハブ 軸と フ レーム と 
の 間 に 位置 ずれが あって はならない。 
5.6 クイック レリーズ 装置 

幼児 ¥_ にあ…^ 丄 Z ク. ヒ y 二:^ 鳳ゅ 腿 L 工^—^^^ kk. 

5.7 タイヤ 及び チューブ 
5.7.1 表示 空気 圧 

タイヤの サイド ウォール 部に は， タイヤ を 使用 状態に 装着した とき 見やす い 箇所に， 容易に 消えない 方 
法で， 癭準堂 氮里ヌ旌 最大 空気 圧 を 表示し なければ ならない。 ただし， 空気 を 入れない タイヤ は， この 限 
りで はない。 

5.7.2 空気 入 り タイヤと リムとの はめ 合い性 

JIS D 9112 に 規定され た 車輪 は直丞 室蔑£ に丄 Q.Q__y ^丄ゲ 二ぶ .S) …き _如 えな i£S で， 5 分 間 保った と き， 
タイヤと リ ム 又は リ ム 相当 部分との はめ 合いに 著しい 異常 を 生じて はならない。 
5.8 駆動 部 
5.8.1 滑 止め 踏 面 

a) 滑 止め 踏 面 は， ペダル 本体に 動かない よう 組み込まれて いなければ ならない。 ペダル は， 軸 上 を 自由 
に 回転で きる ものと する。 

b) ペダル は， 次の いずれ かで なければ ならない。 

1) ペダルの 上 • 下 両面に 滑 止め 踏 面がなければ ならない。 

2) 踏 面が 片面 だ けの 場合に は， 一方の 滑 止め 踏 面が 自 動的に 乗 り 手の 足 方向 を 向く ようになつ ていな 
ければ ならない。 

5.8.2 ペダル クリアランス 

ペダル クリアランス は， ペダル 接地 角 及び トウ グ リア ランスに ついて， それぞれ 次のと おりと する。 
なお， タイヤの 空気 圧 は 表示 空気 圧と する。 

a) ペダル 接地 角 補助 車輪 を 取り外した 幼児 車の ペダル 接地 角 は， 20° 以上で なければ ならない。 ただ 
し， ばね 懸架の 幼児 車 は， サドルに 質量 30 kg のお もり を 載せて， ばね を 押し下げた 状態で 測定す る 

(JIS D9101 の 付図 2 参照）。 

b) トウ クリアランス トウ クリアランス は， 89 mm 以上で な ければ な ら ない （JIS D 9101 の 付図 3 参照） 。 
5.8.3 駆動 部の 強度 

駆動 部 は， 6.7 の 静的 強度 試験 を 行った と き， 駆動 系統の 各部に 著しい 変形 及び 破損が なく， 駆動機 能が 
失われて はならない。 
5,8,4 $^x>^tt 

え 壬 上 ^ギ^ S 蘆が |5_もゃ《，___ 鍾 ft^ 埒逸 えが 薄！!:^… を ：^__ 使 藍で な-はれば な-えな- ヒ? -.. 

チ-乇 ニヒ め… 着 ふ- ヒた ^みスせ 還ぶ な丄^ ^動ぜ 因潸で^ は n ばな^な ヒ ? _ -. 
なおし ^H— に范 ぶ-あ ズ翻ぉ i ^二;^ 丄室 せ^え-. 

5.9 座席 部 
5.9.1 寸法 
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サドル， サドル 取 付 金具な ど は， サドル 座 面 中央部から 125 mm 以上 高い 部分が あって はならない。 
5.9.2 座席 部の 固定 

座席 部 は， サ ドルに 著しい 傾きが な く ， 6.8 の 固定 試験 を 行った と き 各部に 著しい 変形 及び 破損が な く ， 
やぐら （やぐら 相当 部分 を 含む。） と シート ボス ト との 間， 又は シート ポスト と フレームとの 間に 動き を 生 
じて はならない。 
5.10 保護 装置 

衣服， 手足な どの か （嚙） み 込み を 防止す るた め， 次の 保護 装置 を 装備し なければ ならない。 
a) サドル 最大 高さが 560 mm 以上の 幼児 車 は， チヱ ーンと ギヤ 板との 上部 結合 部外 面 を 遮へ いする リン 
グ ケース， その他の 保護 装置 を 装備して いるもの とする。 リング ケース は， 外側の ギヤ 板 直径より 歯 
先で 測定して lOnim 以上 大き く なければ ならない。 リ ング ケース 以外の 保 ^装置 は， 図 5 に 示す よ う 
に ギヤ 板の 歯が チヱ ーンの プレート 間 を 最初に 通ろうと する 点から 測定して， 少なく とも 後方 25 mm 
にわた つて チェーン を 覆って いるもの とする。 

単位 mm 

| _ 25 以上 _ , 




図 5 — チェーンと ギヤ 板との 結合 部 



b) サドル 最大 高さ 力 《 560 mm 未満 の 幼児 車 は， 次の いずれ か を 装備して いるもの とする。 

1) 図 6 のように， ギヤ 板の 内外 面と 外縁， チヱ ーン 及び フリー ホイールの 外面と 外縁と を 覆う チ、 
ン ケース。 

2) ギヤ 板の 内外 面と 上面， チヱ一 ン 及び フ リ 一 ホイールの 外面と 上面と を 覆う チヱ ーン ケース。 



A 一 A 




B-B 



図 6 — チェーン ケース 
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ク えなぶ き M え^はれ ばな ふ—— な— レ. ヒ、 乙え 五リ -7— — ヒク- え 

： 乙え^! 1ス_ ヒク —え PMMl び-き-き は-あ —逸え こ Ai。__. 

ユ^ 乂ヌ 上え え 9 おえま _，_ —赤-色 1 レ なせれ (まま^え^ 
り…」 え:^ リ-ヌ 上ク _ぇ1，- …ヒヒ ズ— Q 溝 上鄧ぜ 塗^ ズ 軸主 夂ょ Q 位 雷に な は ft ばな^-^ ヒ 二- 
お …-乂 土^.?. ヒ ええせ 光 敵 5； 达 ま^!! も …幼児 应^ ^卜平行：^_- 上 1塑 に-さ 二^よ せ 靈 き 

お あ-? _： ^土 ま-な ふ—^ ヒ。… 

夂乂ヌ 上え え H し— 使 SJttN^^ft^ftA 體がぁ 51墨^*_る_想き」に7?^__ (ど—^ よ-は ^鹿 

夂 は^もせ H^n) …？! * を.！！ ^閭艇 えた 丄ま 鼠^^— き! ^直 ft は— は 二 末 ■、_ 力. き！ t き -レな 

後^^ 激 面^^ 12 変化 U ニ禾 M で 1 は^ばな 直?^… 备鄧 …そみ 他 P 蓋 _レ ヒ^^ 
お？ L?_ エ^. な- -ら- な-ヒ 。― —- 

り-—^；^ ヒリ- Z- ヒ之え あ —ぺ艺 ノレ pit 面^; び ま 面-にな-は 扛延 な-き-なと 尘_ 

ぉ-_-_1^?ヒリ2_ ヒ之 え ^お-ヒ^ li^.-.:^ 7 ^ 体え は 1 ム？ 上え ^ケニ^ Pii^A^di ぉ丄 きんで- ヒ な-は 

れ ばなら ない。 



5.11 補助 車輪 
5.11.1 寸法 

補助 車輪の 寸法 は， 次に よる。 

a) 後車 輪 中心 面から 補助 車輪 中心 面までの 距離 は， 175 mm 以上で なければ ならない。 

b) 後車 輪と 左右 補助 車輪との 高低 差 は， 乗車し ない 状態で 図 7 に 示す よ う に 25 mm 以下と する c 
きの タイヤの 空気 圧 は， 表示 空気 圧と する。 



の と 



単位 



175 以上 



1 75 以上 



図 7 — 後車 輪と 左右 補助 車輪との 高低 差 



5.11.2 強度 

補助 車輪の 強度 は， 次に よる。 

a) 補助 車輪 は， 6.9.1 の 垂直 力 試験 を 行った とき， 負荷 時の た わみ が 25 mm 以 F で， かつ， 永久 変形 世 
が 15 mm 以下で なければ ならない。 

b) 補助 車輪 は， 6.9.2 の 後方 力 試験 を 行った とき， 永久 変形 量が 15 mm 以下で なければ ならない。 また， 
補助 車輪の 各部に 著 しい 破損が あ つて はならない。 

^1_ 2 _—' え？. レク. タス H レ クタ. 

幼児 車に は， フロン トリ フレク 夕 又は 反射テープ， リャリ フレク 夕， ペダル リフレ クタ， サイド リフレ 




著作権法 により 無断での 複製， 板 載 等 はお^され てお り ます。 
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) 上 …ん 口— ヒ上 1 ソ―ス 上え え (あ… 無鱼 1 レ^-はれば な^な 

んョ 上上 リ_ス 上え え^!^ 1^ ま， 一 ズ舰 H よま：？ か 丘上^ ざ 9 ま 匿^ ilH な-は 
お…… 乙ョ. -ン J:」 リ—？ 上-ええ Qil れジ丄 こ-，… 二- 7°_ き-装着 ふス 

) 上… 幼児 ¥ お 適 通 画から 薩^^ 確 鬅で1 至 乂ヌ 上え え;？^ HtM 置-返 S まえ 丄: ^…居き 

Z ニズ な旦 きき ォ)… き-取な 號 は^はが _ま 7 も^あ ヒ 9__. 

5— .„U …-謦 音罨 

^ノ ヒヌ せズザ ニ^^：^直り-过 はて 丑: 上^: 丄？ ^^お gf.^ 酸 T き 5fe 
置- ( こ-な- はれば をら.^. レ？ え- 
さ …き 

幼児 車に 箱 形 錠 を 取り付け たもの は， 必ず 回り 止め 及びず り 落ち 防止 装置 を 施して いなければ ならな 



丕ぇ三 I 耷藍 備レな も" ぜ ニ^! 煮^) 力. で に n 作が し 丕 ぇヒ. ビ なえ あ …勢^!^ 素 赵き 

6 試験 方法 

6.1 ブレーキ 揺動 試験 

ブレーキ を 正常 に 調整 し た 状態 で， サドルに 体重 30 kg の 乗員， 又は 質量 30 kg の 砂袋， 鉛 粒 袋な ど を 載 
せ， 両 ブレーキ レバーに， それぞれ 130 N の ブレーキ 操作 力 を 加えながら， 乾燥した 平たん な 舗装 路面の 
上で 幼児 車 を 前後に 75 mm 以上の 距離 を 往復 5 回 押し 動かした とき， ブレーキ ブロック， ブレーキ ライ 二 
ング などの 外れ， 及びき 裂の 有無 を 調べる。 

なお， タイヤの 空気 圧 は， 表示 空気 圧と する。 
6.2 ブレーキの 強度 試験 
6.2.1 手動 ブレーキ 

手動 ブレーキ は， ブレーキ 系統の 正しい 調整 を 確認した 後， 図 8 のように， ブレーキ レバー 端から 25 mm 
の 位置に， レバーの 作動 面 内で にぎり 又はに ぎり 相当 部に 直角に， 300 N 2) の 力 F を 10 回 操り 返し 加えた 
とき， ブレーキ 系統 及び そ の 構成 部品の 異常の 有無 を 調べる。 

注 2) 300 N 以下の 力 F によって ブレーキ レバーが にぎり 若しくは にぎり 相当 部に 接触す る 場合， 又 
は ハンドル バーの 上面と 同一 面に なった 場合 は， その 力と する。 



お : 作權 法に 1 1 M 断での 俊^, 戟等は 1 ih さ れて お り ま す。 
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6.2.2 コース タ八ブ 

コース タハブ 付き 幼児 車で は， ブレーキ 系統の 調整 を 確認し， 図 9 のように クランク を 水平に した 状態 
で 左 ペダル 踏 面の 中心に， 600 N の 力 F を徐々 に加え， 15 秒 間 維持す る。 これ を 10 回 繰り返した とき， 
ブレーキ 系統 及 び そ の 構成 部品の 異常の 有無 を 調べる。 



ペダル 踏 面の 中心 




図 9 一 コース タ八プ 付き 幼児 車の 強度 試験 



著作権法 により 無断での 複製， ^載 等 は 禁止され てお ります。 
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6.3 手動 ブレーキの 制動 力 試験 

手動 ブレーキの 制動 力 試験 は， 次のと おり 行う。 

a) 図 10 のよう に 幼児 車 を 倒立 状態で 固定し， 50 N〜90 N の 力 F を ブレーキ レバー 端 か ら 25 mm の 位置 
で， レバ一 の 作動 面 内で ハンドル にぎり 部に 直角に， レバー 上の 力 を 少なくとも 5 段階 加えながら， 
前車輪 • 後車 輪の 前進 回転 方向に 対する タイヤ 外周の 接線 方向の 力 を 測定す る。 

b) 測定値 は， タイヤ 外周の 接線 方向に 徐々 に 引っ張りながら 読み取った 値と し， 各 レバー 力 ごとに 3 回 
の 測定値の 平均 を 試験 成績 とする。 



ばねば かり 




図 10 — 手 動 ブレーキの 制動 力 試験 

6.4 コース タ八ブ の 制動 力 試験 

コース タハブ の 制動 力 試験 は， 次に よる。 

a) コース 夕 ハブの 制動 力 は， 図 11 のよう に 左 ペダルに クランクと 直角に 制動 方向の 力 F を 加えながら， 
後車 輪の 前進 回転 方向に 対する タイヤ 外周の 接線 方向の 力 F を 測定す る。 

なお， ペダルの 力 は， 20N〜100N の 範囲 内で， 5 段階 （80N を 含む。） 以上と する。 

b) 測定値 は， タイヤ 外周の 接線 方向に 徐々 に 引っ張りながら 読み取った 値と し， 各 力 ごとに 3 回の 測定 
値の 平均 を 試験 成績と する。 



著作権法 により 無断での 複製， 転載 等 は 禁止され ております。 
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ばねば かり/ 

図 11 一 コース タ八ブ の 制動 力 試験 



6.5 操縦 部の 組 付 強度 試験 

6.5.1 八ンド ルバ一 とス テムとの 固定 試験 

ハン ドル バーと ス テムとの 固定 試験 は， ハンドル をス テムの 最小 はめ 合い 長さの 位置で 固定した 状態で， 
図 12 に 示す よ う に， ハンドル バーと ス テムとの 組 付 部に 最大 ト ルクが 生じ る 方向 及び 位置に， 片側に つき 
130 N の 力 F を ハン ドル バーの 左右に 同時に かかる ように 加えた とき， ハン ドル バーの ス テムに 対する 動 
きを 目視 によって 調べる。 ただし， 最大 トルクが ハンドル バーの 末端で 生じる 場合に は， 末端から 15mm 
以内の 最も 末端 に 近 い 位置 に 加 え る 。 

なお， ハン ドル バーと ス テムとの 組 付けが クランプ による 場合， 輕 _ 仗 は ぉぶ え _?_Q__N 二 m^lQlM なお 
じ 締付け トルクで 締め付ける。 




図 12 — 八ン ドル バーと ス テムとの 固定 試験 



6.5.2 八ン ド ルス テムと ホークス テムとの 固定 試験 

ノヽン ド ルス テム と ホークス テムとの 固定 試験 は， ノヽン ド ルス テム を フ レームの ホークス テムに 正し く 組 




お作^ 法に よ り 無断での^ 'お 戟 等ば^ ih されて お ります。 
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み 付け， 引上げ 棒 を ？ Oi:mj^ ェ Q 遭 g なね U 麓 仗 は- ヒノ k え:^ t も 付. はな 拔 態で し 図 13 のよう に テス トバ 

一又 は ハン ドル バーに 15 N'm の トルク を 加えた とき， ハン ド ルス テムの ホークス テムに 対する 動き を 調 

ベる。 

引上げ 棒 テス 卜 バー 又は 




図 13 — 八 ン ド ルス テムと ホークス テムとの 固定 試験 

6.5.3 にぎりの 離脱 力 試験 

試験 用 ハンドル バーに にぎり を 取り付け， 60 。C±2 °C の 温水に 4 時間 以上 浸せき する。 試料 を 取り出 
し， 30 分 以上 経過 後 2 時間 以内に 図 14 のよう な 引 張 具によ つて， にぎりの 元の 部分 を 引っ張り， にぎり 
の 離脱 力 を 調べる。 このと き， リングと 試験 用 ハンドル バーとの 径の差 は， 0.2mm 以下と する。 また， 完 
成 車の 試験に おいて は 試験 用 ハン ドル バーに 換えて 実際に 装着す る ハン ドル バー を 用いても よい。 

試験 用 ハン ドル バー は， JIS G 4303 に 規定す る SUS304 の 丸 棒の 表面 を， JIS R 6252 又は JIS R 6253 に 
規定す る 研磨材の 粒度 P320 の 研磨紙， 又は 耐水 研磨紙に よ つて 仕上げた ものと する （表 3 参照）。 



表 3 — 試験 用八ン ドル バー 寸法 （参考） 

単 1il mm 



に ぎ り の 内 径 


試験 用 ハン ドル バーの 


許容 差 


の 呼び 


外径 




16 


15.9 





19 


19.0 


一 0.15 


22 


22.2 





著作権法 によ り 無断での 複製， 載 等 は 禁止され てお り ます。 
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張 具 八ン ドル バー 
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^1 — 


； ^ V^UiUJJJJUUJJJUUUUUUJJ ~ 1 





図 14— にぎりの 離脱 力 試験 



6.5.4 エンド キャップの 離脱 力 試験 

エンド キヤ ッ プ 及び バー テープ 用の エンド ブラ グを 組立 状態に し， 図 15 又は 図 16 に 示す よう な 引 張 具 
によって， 端 部 を 引っ張り， 取 付 部の 離脱 力 を 調べる。 



引 張 具 バー テープ 八ン ドル バー 




図 15 — エンド キヤ ッ プの 離脱 力 試験 



引 張 具 バー テープ 八ン ドル バー 




図 16 — エンド プラグの 離脱 力 試験 

6.6 車輪の 静的 強度 試験 

車輪の 静的 強度 試験 は， 図 17 のよう に 車軸 を 固定し 車輪 中心 面に 対して 垂直に， リ ムの 1 点に J.?fll の 
力 を 1 分 間 加え， 各部の 異常の 有無 及び 永久 変形 量 を 調べる。 
なお， オフセット 組 車輪 は， オフセット 側に 力 を 加える。 



著作権法 により 無断での 複製， 転載^ は禁 .il: されて お ります。 
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固定 装置 



車輪 




車 



輪 甲/し、 面 




図 17 — 車 輪の 静的 強度 試験 



6.7 駆動 部の 静的 強度 試験 

駆動 部の 静的 強度 試験 は， フレーム， 駆動装置， 後車 輪， チェンジ ギヤ 装置な ど を 組み立てた 状態で， 
フ レーム 中心 面 を 試験 台に 垂直に 取り付け， 後車 輪 は， 回転し ないよう に リム 部で 固定して 次に より 行つ 
たと き， 駆動 系統の 各部の 著しい 変形， 破損， 及び 作動 状態 を 調べる。 

a) チェンジ ギヤ 装置がない もの 

1) 左 クランク を 前進 水平 位置 にして 左 ペダルの 中心 に 600 N の 力 を 垂直 下方 に 1 5 秒 間 加 え る 。 

なお， 試験 中 フリー ホイールの 組 付け 状態， 及び 駆動機 構の 伸び， た わみ などに よって クランク 
が 30° 以上 回転した とき は， 水平 又は 水平より 上の 適切な 位置に 戻して 試験 を 続ける。 

2) 1) の 試験 完了後， 右側に ついても 同様の 試験 を 行う。 

b) チェンジ ギヤ 装置 付きの もの 

1) チェンジ ギヤ を 最大 歯 数 比に なる よう に 正 しく 調整し， a) 1) ' の 試験 を 行 う 。 

2) チェンジ ギヤ を 最小 歯 数 比になる ように 正し く 調整し， a) 2) の 試験 を 行う。 
6.8 座席 部の 固定 試験 

座席 部の 固定 試験 は， サ ドル 座 面に 垂直で 下向きの 300 N の 力 を， サ ドルの 前後 端のう ちい ずれ か 大き 
い トルクが 固定 部に 生じる 方の 端から 25mm 以内の 位置に 加える。 次に， この 力 を 取り除いた 後， 水平 方 
向へ 100N の 力 を， サ ドルの 前後 端の う ち， いずれ か 大きい ト ルクが 固定 部に 生じ る 方の 端から 25 mm 以 
内の 位置に 加えた とき， 各部の 著しい 変形， 破損， 及び やぐら （やぐら 相当 部分 を 含む。） と シート ポスト 
との 間， 又は シート ポストと フレームとの 間の 動き を 調べる。 

なお， サドルと シート ボス ト との 取 付けね じ 及び シート ボス トと フレームとの 取 付けね じの 締付け トル 
クは， 適正で なければ ならない。 
6.9 補助 車輪の 強度 試験 
6.9.1 垂直 力 試験 

垂直 力 試験 は， 図 18 に 示す ように， 幼児 車 を 倒立 状態で 固定し， 補助 車輪の 片側に 質量 30 kg のお もり 
を 3 分 間つ るした ときの 補助 車輪の 外周 上面での た わみ を 測定す る。 次いで， おもり を 取り外し， 1 分 後 
に 同じ 箇所で 永久 変形 量 を 測定す る。 この 試験 を 反対側の 補助 車輪に ついても 同様に 行う。 



^作 権 法に よ り 無断での K 锲， 転 *， は 禁止され ております。 




6.9.2 後方 力 試験 

補助 車輪の 後方 力 試験 は， 図 19 のよう に 幼児 車の 前車輪 部 を 上に して 鉛直に 固定し， 補助 車輪の 片側に 

質量 30 kg のお も り を 3 分 間つ るした 後， おも り を 取り外し， 1 分 間 後に その 補助 車輪の 外周 上面で 永久 変 
形 量 を 測定す る。 この 試験 を 反対側の 補助 車輪に ついても 同様に 行う。 



著作権法 により 無断での 複製， 戦 等 は 禁止され ており ます。 
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固定 部 




図 19 一 後方 力 試験 

7 検査 

幼児 車の 検査 は， 形式 検査 3) と 受渡 検査 4) に 区分し， 検査の 項目 は， それぞれ 次のと おりと する。 
なお， 形式 検査 及び 受渡 検査の 抜 取 検査 方式 は， 受渡 当事者 間の 協定に よる。 
注 3) 新規の 設計 • 製造に かかわ る 幼児 車が 設計 どお り の 品質 特性 を 満足す るか どう か を 判定す る た 

めに 行う。 

4) 既に 形式 検査に 合格した ものと 同じ 設計 • 製造に かかわる 幼児 車の 受渡しの とき， 必要と認め 
る 品質 特性 を 満足す るか どうか を 判定す るた めに 行う。 
a) 形式 検査 項目 

1) 一般 

2) ブレーキ 

3) 操縦 部 

4) 前 ホーク 

5) 車輪 

6) タイヤ 及び チューブ 



お 作 権 法に より 無断での 複製， 載 等 は 禁止され ております。 
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7) 駆動 部 
I 座席 部 

9) 保護 装置 

10) 補助 車輪 

11) リ フレックス リフレ クタ 

12) 罾音器 
國 錠 

14) スタン ド 

15) ねじの 精度 
b) 受渡 検査 項目 

1) 一般 

2) 手動 ブレーキ 〔ブレーキ レバーの 配置， ブレーキ レバーの 開き， ブレーキの 調整 機構 [5丄2 e) 2)， 
■ 参照]〕 

3) 操縦 安定性 [5.3.1 a) 及び c) 参照] 

4) 車輪 （回転 精度， すき 間， 車輪の 保持） 

5) ギヤ チェンジ 性 

6) チェーン 

I 補助 車輪 〔寸法 [5.11.1 b) 参照]〕 

8) リャリ フレタ 夕 [5.12 a) 3) 参照] 

9) 警音器 

10) スタン ド 

8 表示 

8.1 製品の 表示 

幼児 車に は， 立 パイプの 表面 又は フレーム 体の 表面に， 転写 印刷， 銘板 又は シール を 付ける 方法で， 製 
造 業者 名 又は その 略号 及び 車体 番号 を 表示す る。 
8,2 … 歷 力—： K. 

幼 H にめ …塑^な^ 宝 藍 載 L. な 立 二 ビ^ ど _を1 や: t_ ヒ簡 厥に 里 丄?^ i ま丄" ^ 
9 取扱説明書 

幼児 車に は， 次に 示す 主旨の 取扱 上の 注意事項 を 明示した 取扱説明書 を 添付す る。 ただし， その 幼児 車 
に 該 当し ない 注意事項に ついては 明示し なくても よい。 

な あ 鹿き 靈 f 躉に t^_M 護 i が塑) ：；運 經で案 も… @ぶ 销 崈卜た 乞 …授ぉ iii を^ MH^* 
直に:？ おて せ £ き 丄 Ai，___Ml^i;5 ぶ丄^ どえ ：^… 1靈す_§_； えが 望ま.. レヒ 
り— 俘靈耆 H 鍾體 み… 體ょゃ as 事 直* 掼 導：!: お… 杗ぁ… IS 謹 週 靈を煲 置: t^- 
b) 使用に 当たって は， 交通 法規 を 遵守す る。 

9 ！… ffi 赏鍾整 L 
！!… liSili^A きし^ R ，…ま-な __继)__ェ ォ迭 な^^ 体格 し 

2) サドル 及び ハンドル バーの 高さの 調整 方法， 特に， はめ 合せ 限界 標識 を 超えて 調整し ない ことの 注 

思 o 



著作権法 によ り 無断での 複製， fe 載 等 は 禁止され ております。 
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d) ブレーキの 掛 け 方 と 注意 （特 に ，使用す る 幼児が ブレーキ を 操作す る ことができる こと を 確認す る。）。 

e) チュン ジ ギヤ 装置の 使い方。 

f) --… 鞋塗^ ^诖 塞 ^ ぶお 注，… 扇 藤 輕 鍾 に麗: t_§ii;ft$::t か… 

ぬ- タ丄ャ (^變 鬼ぽ丄 みぶ ヤ^) サ丄ビ ュォ コル に 逢泰室 気廷が 

素 承き^ ^ヒ り 謹き でもよ- ヒ l 
h) 乗 用 直前の 確認 

1) 前 ブレーキ 及び 後 ブレーキの 作動 

2) タイヤの 空気 圧 

3) その他の 必要事 項 

！)… び國 氅？ > 塑 ，…京 搀せ箇 逝 1 び 友 Ml 

変 歷葡^ あ- J] 麼^^ はお ぼな^^!^ 

？丄 …ズ. ヒ 二き. ヒさニ ( ^遊-び》? ^き- ヒ ま丄 ヒニ t ゆ.! 貌ぉ^ 

^厘 ^适で處 梭 せ^… 

？丄… え 壬-二 ヒ る-み. が^きんな. [し …逢 & u き-こ- 1 モニ 乙お 处 ft やち 

蘭まで 週斃. き. g せお… 
も…ゴ ま 里 を に體 0. で^ 搀 

まご 上 1 び 晷|耷 逢]; お 場盒に 誕売區 で 虔德 は-^ 

j) ブレーキ ワイヤ 及び ブレーキ ブロックの 交換 時期 
！) _ ―… 雨 ^し 璽 S びき 風ま^ t 歷 にお-は ゑ 

m) 注油 

1) 注油の 箇所。 特に， 図な どで 示す。 

2) ブレ ーキ 制動 面 に は 注油し なレ ^ 旨の 注意。 

P 丄… 保 置 上ヌ? 逸 意 事 S 

o) その他 必要な 注意事項。 幼児が 自転車に 乗車す る ときには 必ず 自転車 用 ヘルメ ッ トを 着用させる。 

ま;！ 者せ なゆ^) ill^g^M 魁 及び スヱ 夕ク A 番^ 

q) 靡 S^Jlt§ 量靈 



参考文献 ISO 421 ： 1996, Cycles — Safety requirements for bicycles 

EN 14765 : 2005, Bicycles for young children. Safety requirements and test methods 



^作 権 法に より 無断での 複製， ^載 等 は 禁止され ております。 



附属 書 JA 

(参考） 

JIS と 対応す る 国際規格との 対比 表 



JIS D 9302 ： 2008 幼児 用 自 転 車 


ISO 8098 ： 2002, Cycles — Saiety requirements for bicycles ior young children 


( I ) JIS の 規定 


(H) 

国際規格 
番号 


(III) 国 に; 規格の 規定 


(IV) JIS と 国際規格 と の 技術的 差異の 箇条 
ごとの 評価 及び その 内容 


(V) JIS と 国際規格との 技術的 差 

異の 理由 及び 今後の 対策 


箇条 番号 
及び 名称 


内容 


箇条 番号 


内容 


箇条 ご と 
の 評価 


技術的 差異の 内容 


1 適用 範 
囲 


学齢 前の 幼児 一人 
が 日常の 遊戯 用 と 
して 用いる 自転車 




1 


4 歳から 8 歳までの 幼児 
のた めの 自転車 


変更 


JIS は 6 歳まで， ISO 規格 は 8 
歳まで 使用。 また， JIS は 公 
道 走行 可で あるが， ISO 規格 

は 公道 走行 不可で ある。 


幼児 車の 定義， 使用 場所に ついて 
は 既に 消費者に 広く 定着して お 
り， 変更す る こと は 困難。 


2 引用 規 
格 
















4 構成 及 
び 部品 


構成す る 部品 名 を 
部分 分類 ごとに 記 
載し， 適用 J1S を 記 

載。 




― 


― 


追加 


JIS は 部品 ごとに 規格が 規定 

されて いるた め， それら を 追 
加。 


日 本で は ， 部品 ご と に JIS が 規定 

され， それら を 組み付け る ことに 
よって 完成 車の 安全性 を 確保し 
てきた。 


■ 主要 
寸法 


長さ は 950 mm〜 
1 350 mm, 幅 （補助 
車輪 を 含む。） は 
350 mm〜550 mm, 
サ ドル 最大 高さ は 
435 mm を 超え 635 
mm 以下 




1 

3.3.1 
3.12.1 


サ ドル 最大 高さ は 435 
mm を 超え 635 mm 以下 
ハン ドル バーの 幅 は 350 
mm〜550 mm 
補助 車輪の 幅 は 片側で 
175 mm 以上 


追加 


JIS では 長さ も 950 mm〜 

1 350 mm と 規定して いる。 
また， 補助 車輪 も 含め 全幅が 
550 mm 以下で あるよ う 規定。 


日本の 道路 環境， 住宅 事情， 大き 
さの バランスから 全長， 全幅 を規 
定。 


5.1.2 先鋭 
部 


鋭い かど， とがり， 
ばり， かえりが あつ 
て はならない。 ブレ 
—キ レバ一， スタン 
ドな どの 端 部に つ 
いて 明記。 






露出した 鋭い 縁が あつ 
て はならない。 
露出した 固い 突起 物 は 
端 部 を 半径 6.3 mm 以上 
に 丸める。 


追加 


JIS では ブレーキ レバ一， ス 
夕 ン ド などの 端 部 は 丸め る 
か， キャップ などで 覆う よ う 
明記。 


JIS では 安全性 を 考え， 明記。 
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^1 胃 i; f〕 §4^s^ i^s ー.|:： ^ さ ぺ お ^ w T 。 



I I ) JIS の 規定 


(H) 

国際規格 
番号 


(III) 国際規格の 規定 


(IV) J1S と 国際規格 と の 技術的 差異の 箇条 

ごとの 評価 及び その 内容 


(V) JIS と 国際規格との 技術的 差 

異の 理由 及び 今後の 対策 


箇条 番号 
及び 名称 


内容 


箇条 番号 


内容 


箇条 ご と 
の 評価 


技術的 差異の 内容 




5.1.4 ワイ 
ャ 


ワイヤ 類 はたる み 
があって はな らな 
レ、 

ワイヤ キヤ ッ プは 
20 N の 離脱 力。 






イン ナー ワイ ャは 防水 
ライナーな ど によって 
腐食から 防護す る。 
ワイヤ キヤ ッ プは 20 N 
の 離脱 力。 


追加 
削除 


JIS では ワイヤ 類の たるみに 

ついても 規定。 

ISO 規格で は 防水 ライナーに 

よる ワイヤの 腐食の 防護に つ 
いても 規定して いる。 


TTC では おか [ホ も應 促す スナ， め 

Jlo しレ よ， £a. 土 |i cL Vm Ptn 7 O / し" ソ 

規定して いる。 

通常の 商品 は， 防水 ライナー がつ 
いてお り， J1S では あえて 規定し 

ていない。 


5.1.5 各部 

の 固定 


取 付けね じ 類の 締 
め 付け， 緩 止め， 最 
小破 壊 ト ルグに つ 
いて 規定。 
どろよ け を 前後 ハ 
ブ 軸に 直接 固定す 
る 場合に は， 緩 止め 
不要。 

ハン ド ルス テム， シ 
一 ト ボス ト は， はめ 
合せ 限界 標識 以上 
で 固定す る。 




3.1.3 


緩 止めに ついて 規定。 
最小 破壊 トルクに つい 
て 規定。 


追加 


JIS では ハブ 軸に 取り付ける 

どろよけ は 除外す る こ と を 明 

示して いるが， ISO 規格で も 

"フレームに 取り付ける ねじ 
は" と してお り 除外され る。 

ISO 規格で は， はめ 合せ 限界 

標識 以上で 固定す る こ と は 明 
記して いない。 これら は， 乗 
員の 体格に 合せ， 使用者が 調 
節する もので， 取扱説明書で 
明記。 


JIS では， 安全性 を 確保す るた め 

規定。 


5.2 ブレー 

キ 

5.2.1 一般 


前車輪' 後車 輪の そ 
れぞれ を 制動す る 
別 系統の ブレーキ 

を 装備。 

アスベスト 使用 不 

可。 




3.2.1 


最大 サ ドル 高さが 560 
mm 以上の 幼児 車 は 前車 
輪-後車 輪の それぞれ を 
制動す る 別 系統の ブレ 
ーキを 装備。 

560 mm 未満の もの は少 
なくと も 1 系統の ブレー 

キを 装備。 


追加 


JIS では 最大 サ ドル 高さに か 

かわらず 2 系統の ブレ一 キが 
必要。 また， アスペス トの使 

用 を 禁止。 


JIS で は 公道 も 走行す るた め， 道 

路 交通 法 によって 2 系統の ブ レ 一 

n / リ J ^ 女 o 

日本で は 労働 安全 衛生 法 施行 令 
によって アスペス ト の 使用が 禁 

じられ ている。 また， ISO 4210 で 

も アスペス トの 使用 を 禁止して 
レ 3 る。 


5.3 操縦 部 
5.3.1 操 Si 

安定性 


前輪 分担 質量， 左右 
操縦 角度に ついて 
規定。 

最大 180° 以上 回 

転して はならない。 




3.3.4 


前輪 分担 質量， 左右 操縦 
角度に ついて 規定。 


追加 


JIS では， 操縦 部 は 最大 180° 
以上 回転して はならない と規 

定。 


JIS では， 安全性 を 確保す るた め 

規定。 
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0s^r^^§4600, は nhwtLT せ 卅 1-。 



■) JIS の 規定 


(H) 

国際規格 
番号 


(III) 国際規格の 規定 


(IV)JIS と 国際規格との 技術的 差異の 箇条 

ごとの 評価 及び その 内容 


(V) JIS と 国際規格との 技術的 差 

異の 理由 及び 今後の 対策 


箇条 番号 
及び 名称 


内容 


箇条 番号 


内容 


箇条 ご と 
の 評価 


技術的 差異の 内容 


5.3.2 操縦 
部の 組 付 
け 強度 


ノヽン ドル バー， ノヽン 
ド ルス テムの 組 付 
け 強度 を 規定。 






ノ ヽンド ルス テムの トル 
ク 試験， 静 曲げ 試験， ハ 
ン ドル バー， ノヽン ド ルス 
テムの 組 付け 強度 を規 

定。 


削除 


JIS では， ハン ド ルス テムの 

トルク 試験， 静 曲げ 試験 を 記 
載して いない。 


JIS では， JISD9412 で 規定。 


ド ル 及 び 
にぎり 


にぎ り 部の 円周 長 
(53 mm〜95 mm), 
サドルと ハ ン ド ル 
の 高低 差 （300 mm), 
にぎりの 離脱 力 試 
験 （温水に 浸せき 
し， 100 N 以上の 離 
脱力） を 規定。 




3.3.2 


サ ドルと ノヽン ド ルの 高 
低 差 （250 mm) 


変更 


ISO 規格に はに ぎ り 部の 円周 

長の 規定 はない。 

サドルと ハンドルの 高低 差 は 

JIS の 方が 50 mm 広く 取つ て 

いる。 


JIS では 安全性 を 確保す るた め， 
幼児が きちんと ハン ドル バー を 
握る こ とがで きる よう 規定。 
1 台の 自転車 を 長く 使用した いと 
の 要求に 応える ため， 規定。 


5.5 車輪 
5.5.1 回転 

精度 


車輪の 縦 振れ' 横 振 
れは， リム を 制動す 
る ブレーキが あ る 
もの は 2mm， その 
他の もので は 4 mm 
を 超えて はな ら な 
い。 




3.6.1.2 
3.6.1.3 


車輪の 縦 振れ • 横 振れ 
は， 2 mm を 超えて はな 

ら ない。 


変更 


JIS では リム を 制動す るブレ 

ーキを 用いない ものの 縦 振 
れ • 横 振れ は 4 mm を 超えて 

はならない と 規定。 


日本で は， 幼児 用 自転車の 車輪と 

して 樹脂 K 一体 車輪 を 使用す る 
例が 多いた め， 規定 を 変更。 


5.5.4.2 前 

車輪の 保 

持 


前車輪に 500 N の 
力 を 加えた と きに， 
前ハブ 軸が 動いて 
はならない。 

なお， これ をハブ 
ナット の 締付 ト ル 
クの 測定に 代えて 
もよ い。 




3.6.4.2 


前車輪に 500 N の 力 を 加 
えたと きに， 前ハブ 軸が 
動いて はならない。 


追加 


JIS では， ハブ ナツ トの 締付 

トルクの 測定に 代えても よい 
こと を 追加。 


生産 工場での 管理の 容易 さを考 
慮し， 追加。 
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I I ) JIS の 規定 


(H) 

国際規格 

3^ 口 

せ^" 


(III) 国際規格の 規定 


(IV) J1S と 国際規格 と の 技術的 差異の 箇条 

ごとの 評価 及び その 内容 


(V) JIS と 国際規格との 技術的 差 

異の 理由 及び 今後の 対策 


箇条 番号 
及び 名称 


内容 


箇条 番号 


内容 


箇条 ご と 
の 評価 


技術的 差異の 内容 




5.6 クイ 1 
ク レリー 

ズ 装置 


幼児 車に は クイ ッ 
ク レ リーズ 装置 は 
使用 して はなら な 

■ 






2002 年の 改正 時に， クイ 
ック レリー ズハ ブの規 
定 文が 削除され た。 


追加 


JIS では， 幼児 車に は クイ ッ 

ク レ リーズ 装置 を 使用し ない 
よう 明記して いる。 


ISO 規格から クイ ック レリーズ ハ 
ブ に関する 規定 文が 肖 U 除され た 

ことから 使用す る こ とがない よ 

う 明記した。 また， EN 14765 ： 2005 

に おいても 使用 できない こ と を 
明記。 


5.7 タイヤ 
及び チ ュ 
ーブ 


タイ ャの 側面に は 
標準 空気 圧 又は 最 
大空 気圧 を 表示す 

る。 

標準 空気 圧 又は 最 
大空 気圧に 100 kPa 
加えた 圧力に よ つ 
て タイヤと リムと 
の はめ 合いに 異常 
を 生じて はなら な 
い。 




3.7 


タイヤに は 製造業 者が 
推奨す る 最大 空気 圧 を 
記載す る。 


選択 


JIS では， 標準 空気 圧の 表示 

を 認める よ う 追加。 


日本で は， タイヤに 標準 空気 圧 を 
記載す る 例が 多い。 








最大 空気 圧の 110 % の 空 
気圧 を 加えた とき， タイ 
' ャ カミリ ム から 外れて は 
ならない。 


変更 


JIS では 表示 空気 圧に 100 kPa 
加えた 圧力， ISO 規格で は最 

大空 気圧の 110 % の 空気 圧に 

よって 試験 を 行う。 


陽 では ISO 8098 ： 1989 に 整合し 
規定して いる 力 \ 試験 方法が 業界 
に 広く 浸透して いるた め， 今回 は 
改正 を 見送った。 次回に は 改正 を 
行う。 


5.8.4 ギヤ 

チェンジ 
性 


変速 捣の 要件 を規 

定。 








追加 


JIS では 規定 を 追加。 


JIS では， 安全性 を 確保す るた め 

規定。 


5.8.5 チェ 
ーン 


チ ェ 一ンの 要件 を 

規定。 








追加 


JIS では 規定 を 追加。 


J1S では， 安全性 を 確保す るた め 

規定。 ~ 


5.12 リ フ 

レックス 
リ フレク 
タ 


リャ リフレ クタ， ぺ 
ダ ルリ フレタ 夕， サ 
ィ ドリ フレタ 夕， フ 
ロン トリ フレ クタ 
の 性能と その 装備 
について 規定。 








追加 


JIS では， リ フ レ クタ を 装着 

する よう 規定。 


ISO 規格で は 幼児 用 自転車 は 公道 

での 走行 を 意図して いないが， 

JIS では 公道 を 走行す る こ と も 意 

図して お り， 追加。 
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■) JIS の 規定 


(H) 

国際規格 
番号 


(III) 国際規格の 規定 


(IV) J1S と 国際規格との 技術的 差異の 箇条 
ごとの 評価 及び その 内容 


(V) JIS と 国際規格との 技術的 差 

異の 理由 及び 今後の 対策 


箇条 番号 
及び 名称 


内容 


箇条 番号 


内容 


箇条 ご と 
の 評価 


技術的 差異の 内容 


5.13 警音 

器 


ベル 又は ブザーの 
取 付 方法 を 規定。 








追加 


JIS では， ベル 又は ブザー を 

取り付け るよう 規定。 


ISO 規格 で は 幼 児 用 自 転 車 は 公道 

での 走行 を 意図して いない 力、 

JIS では 公 追 を 走仃す 6 ^とも 息 

図して おり， 追加。 


5.14 錠 


箱 形 錠の 回 り 止め 
及びず り 落ち 防止 
装置に ついて 規定。 




― 




追加 


J1S では 規定 を 追加。 


JIS では， 箱 形 錠 を 装着す る と き 

の 女 全 1 生 を 確保す る た め規 疋。 


5.15 スタ 
ン ド 


スタン ドを 装着す 
る 場合の 要件 を規 

定。 








追加 


J1S では 規定 を 追加。 


JIS では， スタンド を 装着す ると 
き の 安全性 を 確保す る た め 規定。 


6.5.1 ノ、 ン 

ド ルバ 一 
とス テム 
と の 固定 
試験 


ハ ン ド ルバ一 と ス 
テム との 固定 試験 
方法 を 規定。 ねじの 
締付け トルク は， 適 
正であって， 20 N- 
m を 超えて はな ら 
ない。 




4.6.2 


ノヽ ン ドル バー とス テム 
との 固定 試験 方法 を規 
定。 ねじの 締付け トルク 
は， 製造業 者の 推奨す る 
最小 締付 トルク を 超え 
て はならない。 


変更 


JIS で は ， 試験 時 のね じの 締 

付 トルク を 明記。 


日本で は， 取扱説明書に ねじの 締 
付 トルク を 記載す る こと がな く ， 
また 部品と しての ハン ドルの 規 
格で ある JIS D 9412 との 整合 化 

のた め 明記。 


6.5.2 ノヽン 
ド ルス テ 
ムと ホー 
クス テム 
との 固定 
試験 


ハンド ルス テムと 
ホークス テムとの 
固定 試験 を 規定。 ね 
じの 締付け ト ルク 
は， 適正であって， 
20 N-m を 超えて は 
ならない。 




4.6.3 


ハ ン ド ルス テムと ホ 一 
クス テム との 固定 試験 
を 規定。 ねじの 締付け ト 
ルク は， 製造業 者の 推奨 
する 最小 締付 トルク を 
超えて はならない。 


変更 


JIS では， 試験 時の ねじの 締 

付 トルク を 明記。 


日本で は， 取扱説明書に ねじの 締 
付 トルク を 記載す る ことが な く ， 

_L- l. irVrr i— f l i _ ^、 、 ， T ぐ、、 小 FT 

また 部品と しての ノヽン トルの 規 
格で ある JIS D 9412 との 整合 化 

のた め 明記。 
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(l)JIS の 規定 


(H) 

国際規格 

口 


(III) 国, 規格の 規定 


(IV) JIS と 国際規格 と の 技術的 差異の 箇条 

ごとの 評価 及び その 内容 


(V) JIS と 国際規格との 技術的 差 
異の 理由 及び 今後の 対策 


なな -^32* 1 コ 

lil 条番巧 

及び 名称 


内 谷 


箇条 番号 


内容 


箇条 ごと 
の 評価 


技 ィホ了 的 差異の 内^ 


6.5.3 にぎ 
り の 離脱 

力お ut 央 


60 °C±2 °C の 温水 
に 浸せき して 実施 

する にき り の 離脱 
力 試験 を 規定。 






-5 °C 以下に 冷却 後， に 
ぎ り の 温度が— 5 °C か 
ら + 5 C まで 上昇^る 
まで 70 N の 力で 引っ張 
り 続ける 耐離 脱力 試験 
を 規定して いる。 


変更 


JIS では 温水に 浸せき して， 
ISO 規格で は 結露 状態での^ 
脱力 を 調べる。 


日本で は 梅雨の 季節に にぎ り 力； 
外れる 事故が 多いた め， 変更して 
いる。 


6.5.4 ェ ン 

し、、 キレ . -7° 
卜 キヤ ッフ 

の 離 脱 力 

試験 


乾燥 時で 引っ張る 

ザ ヽノ ！_、、 ふ 、 つ y-r\ 

丄ノ 卜ャャ ッフの 
離脱 力 試験 を 規定。 








追加 


JIS D 9301 (一般 用 自転車） 
と 同様に 規^。 


ISO 4210 (一般 用 自転車） では 規 
定 されて いる 内容で あり， これと 
整合 を はかる ため 規定。 


r ん i-1-r" おん /"T\ 

0.6 単き の 
静 的 強 度 
試験 


横に 保持 し た 単車 冊 

の -点に 180 N の 
力 を 負荷す る 静的 

i! お Fh^ ミオ 七 v-f- モゾ +H 

う 虫 m. gjv m 万/: ^ を 現 

定。 




4.8 


横 に 保持 した 車 $ 冊の 一 
点に 178 N の 力 を 付加す 

る 静的 強度 試験 方法 を 

+曰 ^ 
現疋。 




言 式 1 食 力 力 《 JIS は 180 N， ISO 

規格 は 178 N 


もともと 20 kg のお もり を 負荷し 
ていた もの を 二 ユート ン 表記に 
する 場合の 丸め 方に よって 差が 
出た。 


規定な し 






4.7.1 


フレームと 前 ホークの 
質量 落下 試験 方法 を規 
定。 


削除 




JISD 9401 で 規定し， 同 規格と 同 
等 以上の 品質の もの を 用いる よ 

う 規定。 


規定な し 






4.7.2 


フ レームの 前倒し 衝撃 

ミオ — 土屮' 十日 ^ 
ば 1 央カ ぱ を 現 疋。 


削除 




JIS D 9401. で 規定 し ， 同 規格 と 同 

等 以上の 品質の もの を 用いる よ 
う 規定。 


規定な し 






4.9 


ペダルの 回転 摩耗 試験 
方法 を 規定。 


削除 


JIS D 9416 の 中で 規定し， 同 
規格 と 同等 以上の 品質の も の 
を 用いる よう 規定して いる 
が， つり 下げる おも りの 質量 
は JIS は 40 kg, ISO 規格 は 
20 kg 


ペダル は 乗員の 体重 を 支える 重 
要な 部品で あり， 安全性 を 確保す 
るた め JIS では 従来から このよ う 
に 規定。 
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( I ) JIS の 規定 


(H) 

国際規格 
番号 


(HI) 国際規格の 規定 


(IV) JIS と 国際規格との 技術的 差異の 箇条 

ごとの 評価 及び その 内容 


(V) JIS と 国際規格との 技術的 差 

異の 理由 及び 今後の 対策 


箇条 番号 
及び 名称 


内容 


箇条 番号 


内容 


箇条 ごと 
の 評価 


技術的 差異の 内容 


規定な し 






4.14 


サ ドルの はめ込み 強度 
試験 方法 を 規定。 


削除 




JISD 9431 で 規定し， 同 規格と 同 
等 以上の 品質の もの を 用い る よ 
う 規定。 


7 検査 


形式 検査， 受渡 検査 
を 規定。 








追加 




JIS では， 出荷され る 商品の 品質 
を 確保す るた め 規定。 


8 表示 


製品への 製造業 者 
名の 表示， 車体 番号 
の 表示， 諸元 を 記載 
した 力一 ドの 添付 

を 規定。 




3.14 


製品への 規格 番号， 製造 
業者 名， 車体 番号の 表示 
について 規定。 


追加 


JIS では 幼児 車の 諸元 を 記載 

した カードの 添付 を 規定。 


JTS では f 吏 用 者が、 商品 を it 択す 

ると きのこと を 考え 規定。 


9 取扱 説 
明 書 


取扱説明書に 記載 
すべき 項目 を 規定 
(17 項目）。 




3.13 


取扱説明書に 記載す ベ 
き 項目 を 規定 （10 項目）。 


追加 


JIS では， 記載すべき 項目 を 

追加 （相談 窓口， 廃棄に 関す 
る 情報な ど)。 


JIS では， 日本に おける 幼児 用自 
転 車の 使用 環境 を 考慮し， 記載す 
べき 項目 を 追加。 



JIS と 国際規格 と の 対応の 程度の 全体 評価 ： ISO 8098 ： 2002, MOD 



注記 1 



注記 2 



との 評価 欄の 用語の 意味 は， 次に よる。 



除 国際規格の 規定 項目 又は 規定 内容 を 削除して いる。 
加 国際規格 にない 規定 項目 又は 規定 内容 を 追加して いる。 
更 国際規格の 規定 内容 を 変更 している。 

択 •• …国際規格の 規定 内容と は 異なる 規定 内容 を 追加し， それらの いずれ か を 選択す ると している。 
JIS と 国際規格との 対応の 程度の 全体 評価 欄の 記号の 意味 は， 次に よる。 
- MOD 国 際 規格 を 修正して いる。 
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JIS D 9302 ： 2008 

幼児 用 自転車 
解 説 



この 解説 は， 本体 及び 附属 書に 規定 ，記載した 事柄， 並びに これらに 関連した 事柄 を 説明す る もので， 

規定の 一部で はない。 

この 解説 は， 財団法人 日本規格協会が 編集 • 発行す る もので あり， この 解説に 関する 問合せ は， 財団 法 
人 日本規格協会へ お願いします。 

I 改正の 趣旨 

旧規 格 は， JIS D 9302 ： 1998 (幼児 用 自転車) であ り ， ISO 8098 ： 1989 (Cycles -Safety requirements for 
bicycles for young children) 及び ISO 8098 Amendment 1 : 1992 を 元に して 作成 し た 規格で あつ た。 そ の 後， 
2002 年 8 月 に 第 2 版と して ISO 8098 ： 2002 が 発行 さ れ たため， こ の 規格 を ISO 規格に 整合 化 させる ため， 

改正が 必要と なった。 また， 労働 安全 衛生 法 施行 令に よって 2004 年 10 月 1 日から， 含有す る 石綿の 質量 
が 当該 製品の 質量の 1 % を 超える ブレーキ ライニング などの 製造 *使 用が 禁じられた 力、 2005 年 9 月まで 
の 間 に 中 国で 生疲 され， 日本へ 輸入され た 幼児 用 自転車の 中に， 政令に 抵触す る ブレーキ ライニングが 使 
用され ている ことが 明らかと なり， 早急に 規格 内に 明記す る ことが 必要と なり， 改正 を 行った [なお， 試 
験の 結果， バン ドブレー キ • ライニングに は アスペス ト 鉱物の ク リ ソ タイルが 含まれて いた 力、 ブレーキ 
制動 時の 粉 じん （塵） 中の アスベスト 繊維 数 濃度 は 大気汚染 防止法 施行規則の 規定 濃度 値 を 著しく 下回つ 
ており， 健康への 影響 はない ことが 確認され ている。]。 

2 改正の 経緯 

この 規格 は， 1979 年 3 月 1 日に 制定され た 力、 その後， 1980 年， 1992 年， 1998 年に 計 3 回の 改正 を 行 
つた。 1980 年の 改正で は， 規格 制定 後， 幼児 用 自転車 も 道路交通法 における 自転車と して 扱われる との 見 
解が 出 され， また， JIS D 9301 (一般 用 自 転 車） と の 整合 化 も 必要 となった ことから， JIS D 9301 と 同じ 
1980 年 12 月 1 日に 改正 を 行った。 

その後， ISO (国際 標準化 機構） TC149 (自転車 専門 委員会） では， 幼児 用 自転車の 安全 要件の 規格化 
に 取り組み， ISO 8098: 1989 が 制定され たが， 工業技術 院 では， 1987 年度に 社団法人 日本 自転車 工業 会 國 
F, 工業 会と いう。） に対して ISO の 規格化の 動きに 対応し， ISO 規格に 整合 化させた 新規 格 "幼児 用自 
転 草の 安全性" の 作成と， この 規格の 改正 原案の 作成 を 委託した。 工業 会で は， 同 会 内に 工業 標準 原案 作 
成委 H 会 （委員長： 杉 山 量 重） を 設置し， 審議 を 行った 力、 最終的に 当初 "幼児 用 自転車の 安全性" と 
し て 作成され た 規格 案 を こ の JIS D 9302 に 取 り 込む 形で 原案の 再 整理 を 行い， 1992 年 3 月 1 日 に 改正 を 行 
つた。 

1998 年 3 月 20 日の 改正で は， ISO 8098 Amendment 1 ： 1992 への 整合 化と 規格 内容 全般につ いての 見直 
しが 図られた。 主な 改正 箇所 は， 突起 物の 規定で "突起" を "堅い 突起" に 変更， ワイヤの 規定で "ブレ 
ーキ 系統が 円滑に 作動し なければ ならない。" こと を 追加。 手動 ブレーキの 制動 力の 規定 を， ISO 規格に 整 
合 化した。 後車 輪と 左右 補助 車輪の 高低 差 を 従来の "10mm〜25mm" から ISO 規格に 整合 させて "25 mm 

解 1 

お 作 権 法に よ り 無断での' — :M， 载等は 禁止され ております。 



31 

D 9302 ： 2008 解説 



以下" に 変更， クイック レリーズ ハブ 装置の 規定 追加な ど を 行った。 

3 審議 中に 特に 問題と なった 事項 

今回の 改正で は， 従来から 幼児 用 自転車の 使用 目的な どから 夜間の 使用 は 前提と していな いが， 日没の 
早い 冬季に おいて は， 幼児 用 自転車 も 暗がり を 走行す る こ とも ある ことから リャリ フレタ 夕に 加え ペダル 
リフレ クタ も 装着す るよう 審議 を 行った 力、 使用者 側 委員から， フロン トリ フレタ 夕， サイ ドリ フレタ 夕 
及び 前照灯 も 必要 との 意見が 出さ れ， 幼児 用 自 転 車 に 多用 される 樹脂 製 一体 車輪で は サイド リフレ クタ が 
装着で きない こと， フロント リフレ クタに ついても バスケットへの 装着が 難しい ことから， サイド リフレ 
クタ 及び フロン ト リ フレク 夕に ついては 反射テープ でもよ いと して 規定した。 また， 前照灯に ついては， 
もと も と 幼児 用 自転車 は 幼児が 日常の 遊戯 用に 用いる こと を 前提と してお り， 前照灯の 装着に よって 逆に 
幼児の 夜間 走行 を 助長す るお それが ある ことから 断念した。 また， まず は 装着す る ことが 重要と 考え， 反 
射 テープの 反射 性能に ついては 規定し なかった ことから， 次回 改正 時には 再度 審議が 必要で ある。 

4 適用 範囲 

ISO 8098 では， およそ 4 歳 か ら 8 歳までの 幼児が 使用す る 自転車で， 最大 サ ドル 高さが 435 mm を 超え， 
635 mm 以下の 自転車 を 対象と している 力、 JIS では 主に 学齢 前の 幼児 一人が 日常の 遊戯 用と して 用いる 2 
輪の 自転車で， 最大 サドル 高さ 力 M35 mm を 超え， 635 mm 以下の ものと している。 

なお， ISO 規格で は 最大 サドル 高さが 435 mm 未満の 自転車 は トイ サイクル とされ， また 635 mm 以上 
の 自転車 は ISO 規格で も， JIS でも-一般 用 自転車と される。 

5 規定 項目の 内容 

この 規定 項目の 内容で は， 1998 年に 改正され た JISD 9302 との 違い， 及び 規定 項目 ごとに 補足説明， 関 
連す る 情報に ついて 記載す る。 

a) 引用 規格 （本体の 箇条 2) JISB 0205: 1997 (メートル 並 目ね じ） は JIS B 0207 ： 1982 (メートル 細 
目ね じ） とともに 2001 年 12 月 に 廃止され， JIS B 0205-1 (一般 用メー ト ル ねじ 一第 1 部 ： 基準 山形)， 
JIS B 0205-2 (一般 用 メートル ねじ 一 第 2 部： 全体 系）， JIS B 0205-3 (一般 用 メートル ねじ 一 第 3 部： 
ねじ 部品 用に 選択した サイズ）， JIS B 0205-4 (一般 用 メートル ねじ 一 第 4 部： 基準 寸法） に 置き 替え 
られ た。 また， J1SB 0209: 1997 (メートル 並 目ね じの 許容 限界 寸法 及び 公差） は JIS B 0211 ： 1 997 (メ 
一 トル 細目ね じの 許容 限界 寸法 及び 公差） とともに 2001 年 12 月に 廃止され， JISB 0209-1 (一般 用メ 
—トルね じ 一公 差 一 第 1 部： 原則 及び 基礎 データ）， JIS B 0209-2 [一般 用 メートル ねじ 一公 差— 第 2 
部： 一般 用お ねじ 及びめ ねじの 許容 限界 寸法— 中 （はめ あい 区分)]， JIS B 0209-3 (一般 用 メートルね 
じ 一公 差 一 第 3 部： 構造体 用ね じの 寸法 許容 差） に 置き 替えられ たため， 今回の 改正で は， それに 整 
合させ 規格 番号， 名称 を 改めた。 その他， 規格の 改正に 伴い 必要と なった JIS A 1481 (建材 製品 中の 
アスベスト 含有率 測定 方法）， JISR6252 (研磨紙）， 及び JISR6253 (耐水 研磨紙） を 追加した。 

b) 構成 及び 部品 （本体の 箇条 4) 幼児 用 自転車に 使用す る 部品 はこの 規格 内で 規定され た 性能 を もた 
なければ ならな いのは もちろん のこと， 部品 ごとに JIS が 定められて いるもの は 該当する 曰 本 工業 規 
格に よる 力、， 又は その 日本工業規格に 定める 品質と 同等 以上の 品質の もの を 用いなければ ならない。 

c) 主要 寸法 （本体の 5.1.1) ISO 8098 では サドル 最大 高さ， ハンド ルバ一 の 幅 だけ を 規定して いる 力、 
日本の 幼児の 体格 を 考慮し， 道路交通法で いう 普通 自転車の 範囲 内 となる よう 幼児 用 自転車の 長さ， 
幅， 補助 車輪の 幅 を 規定して いる。 

解 2 
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d) 突起 物 （本体の 5 丄 3) 従来は "突起 部" であった もの を， 今回， JISD9301 に 整合 させ "突起 物" 
と し， 規定 文 を ISO 規格に 整合 させた。 

e) ワイヤ （本体の 5 丄 4) 制動 装置， チヱ ンジ ギヤ 装置な どに 使用され る ワイヤの 処理に ついて， ISO 
8098 では 規定して いないが， 我が国で は， 例えば， バスケットに ワイヤが 引っ掛かって 転倒す るな ど 
の 事故が 報告され ており， 使用 実態 上の 必要から "ブレーキ ワイヤ， ディ レー ラ ワイヤな どの 長さ は， 
操作 上 必要な 長さと し， 著しいた るみが あって はならない。" と 規定した。 

f) 各部の 固定 （本体の 5.1.5) 今回の 改正で は， ISO 8098 の 改正に よって "サスペンションに 使用す る 
ね じ， ブレーキ 本体， どろよけ を フレーム 及び ハ ン ド ルバ 一 に 取 り 付ける ねじ は 適切 な 回 り 止 め と 共 
に 使用し なければ ならない。" と 規定され ていた 力、 文 言 を 整理し "ブレーキ 本体 及び どろよけ をフレ 
ームに 取り付ける ねじ 並びに サスペンション 装置の 組 付けに 使用す るね じ は， ロック ヮッ シャ， ナイ 
ロン ナット， 接着剤な どの 緩 止めと ともに 使用し なければ ならない。" と 規定した。 また， ISO 8098 
では "どろよけ を フレームに 取り付ける ねじ" と 規定され ている ことから "どろよけ を 前後 ハブ 軸に 
直接 固定す る 場合に は， 緩 止め を 使用し なくても よい。" と 明記した。 そのほか， ISO 8098 の 改正に 
お 合させて ハンド ルス テム だけで はなく， ハンドル バー， バー エンド バー， サドル 及び シート ポスト 
を 固定す るね じ も 製造業 者が 推奨す る 締付け トルクの 150 % で 締め付けた ときに 破損して はなら な 
いと 規定した。 

g) ブレーキ 一般 （本体の 5.2.1) 今回， "アスベスト を 含有す る ブレーキ 部材を 使用して はならない。 
なお， アスベストの 有無 は J1SA1481 の 7. (—次 分析 試料に よる 定性分析 方法） によって 確認す る。" 
と 規定した。 

ISO8098 では， サドル 最大 高さ 力 《 560 mm 以上の 幼児 用 自転車に ついては， 規定され ている ブレー 
キの 寸法， 強度 及び 制動 性能な どの 規定 を 満足す る 一つ 又は 二つ 以上の ブレーキ を 備える こと， ま 
た， サドル 最大 高さが 560 mm 未満の 幼児 用 自転車に は 少なく とも 一つの ブレーキ を 備える よう 規定 
されて いる。 しかし， 我が国で は 幼児 用 自転車が 公道 上で も 乗る こと を 前提と してお り， 道路交通法 
の 規定から "幼児 車 は， 前車輪 • 後車 輪の それぞれ を 制動す る 別 系統の ブレーキ を 装備し なければ な 
ちない。" と 規定した。 

h) 手動 ブレーキ （本体の 5.2.2) 

1) ブレーキ レバーの 配置 ISO8098 では， ブレーキ レバー は 当該 国の 使用 事情に 応じて 配置す る こと 
になって おり， 我が国の 使用 実態に 合わせて "ブレーキ レバー は， 一般に 前 ブレーキ 用 を ハンドル 
バーの 右， 後 ブレーキ 用 を ハンドル バーの 左に 配置す る。" と 規定した。 

2) ブレーキの 取 付け 今回， ISO 8098 に 整合 させて， 規定 文 を 改めた。 

i) 操縦 安定性 （本体の 5.3.1) 操縦 角度 は， TSO 8098 では "左右 それぞれに， 少なく とも 60° 自由に 
回転で きる もの" と 規定して いる 力く ISO 8098: 1989 では "75° を 超えない 範囲で" とされ， この 主 
旨 は ハン ド ルが 1 回転 してし まう と ブレーキ ワイヤな どが 巻きつ いて 操 だ 上 危険で あるとの 考え方に 
基づいて いる ことから， 従来 どおり "ただし， 左右 それぞれ 180° 以上 回転して はならない。" と 規定 
した。 

j) 八ン ドル 及びに ぎり （本体の 5.3.3) JISD9413 (自転車 一にぎ り） の 改正に 整合 化させ， 乾燥 時に 
70 N 以上の 離脱 力で あ つた も の を 温水に 浸せき 後 100 N 以上の 離脱 力に 変更す ると ともに， 試験 方法 
を 追加した。 

ISO 8098: 1989 では， ハンドルの にぎり 端の 外形 を 太く （40mm 以上） する よう 規定され た 力、 走 
行 中 の 幼児 用 自 転 車が 道路， 広場 な どに いる 人 に 衝突 しても， に ぎ り 端が 危害 を 及ぼさない ようにす 

解 3 
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るた めで ある。 しかし， にぎり 端 を 太く する ことによって， ブレーキ レバーの 開きが 広くなる と， 幼 
児 用 自転車に 乗る 子供の 手に とって ブレーキ レバー を 握る 動作が 難しくなる。 そこで， 前回の 改正 時 
に， その 太 さ を 制限す るよう "にぎり 部のに ぎりの 指が 掛かる 部分の 円周 は， 53 mn ！〜 95 mm でな け 
れ ばなら ない。" と 規定した。 ハンドル にぎり 部の 最上 部と サドル 座 面 中央部との 高さの 差に ついては， 
ISO 規格で は 250 mm 以下と 規定され ている 力、 我が国で は 子供の 成長に 合わせて 高さ を 調節して， 
同 じ 幼児 用 自転車 を 長 く 使用 したいと の 要求が あ り， これに 応えて 300 mm の も のが 市販され る よ う 
になって いた 力く 安全性に ついて 何ら 問題 は 起きて いないので "300mm" と 規定して いる。 

なお， 2005 年に 発行 さ れた EN 14765 ： 2005 (Bicycles for young children- Safety requirements and test 
methods) では "400 mm" と 規定され ており， ISO 8098 の 改正が 望まれる。 

回転 精度 （本体の 5.5.1) 今回， ISO 8098 に 整合 させて， 縦 振れ はハブ 軸に 直角な 方向で 測定， 横 振 
れ はハブ 軸と 平行に 測定す る こと を 明記した。 

もともと "縦 振れ は 1,5 mm 以下， 横 振れ は キヤ リバ ブレーキ を 使用す る 車輪 は 1.5mm 以下， その 
他の もので は， 2.5 mm 以下" と 規定され ていたが， 前回の 改正 時に ISO 8098 ： 1989 の 規定に 整合 さ 
せ" リム を 制動す る ブレーキが ある もの は 2mm， その他の もので は 4 mm を 超えて はならない。" と 
改正され た。 今回， ISO 8098 ： 2002 では "すべての ブレーキで 2 mm 以下" と 改訂され た 力、 その他 
の ブレーキ では 振れが 4 mm であっても 安全 上 は 問題と ならない こと， 我が国で は 樹脂 製 一体 車輪が 
多く 使われて いる ことから "その他の もので は 4mm を 超えて はならない。" と 規定して いる。 
すき 間 （本体の 5.5.2) 今回， ISO 8098 の 改訂に 整合 させて， "2 mm" を "6 mm" に 改めた。 
車輪の 保持 （本体の 5.5.4) ハブ ナットの 最低 取 外し トルク （緩め トルク） について は， ISO 8098 
Amendment 1 ： 1992 では 80 % と 規定され ていた 力、 JIS では ISO 4210 (Cycles -Safety requirements for 
bicycles) と同じように 70 % と 規定して いたた め， 差 を 生じて いた。 し 力、 し， 今回， ISO 8098 ： 2002 
でも 70 % とされた ため， 差 はない。 

クイック レリーズ 装置 （本体の 5.6) 前回の 改正 時に ISO 8098 に 整合 させ 新たに 規定 文 を 追加した 
が， 今回， ISO 8098 の 改正に よって 規定 文が 削除され たこと から， その 部分 を 削除 するとと もに "幼 
児 車 に は クイック レリーズ 装置 は 使用して はならない。" と 規定した。 

表示 空気 圧 （本体の 5.7.1) 従来は， "タイヤの サイ ドウ オール 部に は 表示 空気 圧 を 表示し なければ 
ならない。" とされて いたが， 表示 空気 圧の 定義 は JISD 9101 (自転車 用語） に 記載され ており， この 
文 言 だけで は 理解で きない ことから 今回 "表示 空気 圧" を "標準 空気 圧 又は 最大 空気 圧" に 改めた。 
空気 入り タイヤと リムとの はめ 合い性 （本体の 5.7.2) 前回の 改正 時に ISO8098: 1989 の 規定に 整合 
させ "J1S D 9112 に 規定す る 車輪 は 表示 空気 圧に 100 kPa (ゲージ 圧） を 加えた 圧力で， 5 分 間 保った 
と き， タイヤと リム 又は リ ム 相当 部分との はめ 合いに 著しい 異状 を 生じて はならない。" と 改正され た 
が, 今回， ISO 8098 ： 2002 では "最大 空気 圧の 110 % の 圧力" によって 試験 をす るよう 改訂され た。 
しかし， 我が国で は タイヤへの 空気 圧の 表示 は 標準 空気 圧 だけが 記載され る 場合が 多い ので， 従来 ど 
おり 規定して いる。 

ギヤ チェンジ 性 (本体の 5.8.4) ISO 8098 に は 規定され ていないが， ハブ ギヤ 付きの 幼児 用 自転車に 
は 重要な 規定で あり， J1SD9301 と 同様に 規定して いる。 

チェーン （本体の 5.8.5) ISO8098 に は 規定され ていないが， 必要との 意見に よって 規定して いる。 
保護 装置 （本体の 5.10) リング ケースの 大きさ は 規定され ていなかった 力、 今回， JISD 9301 と 同 

様に "リ ング ケース は， 外側の ギヤ 板 直径より 歯 先で 測定して 10mm 以上 大き く なければ ならない。" 
と 規定した。 

解 4 
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t) リ フレックス リフレ クタ （本体の 5.12) 幼児 用 自転車 は 夜間に は 使用し ない ことから， 従来は リャ 
リ フレク 夕の 装着 だけ を 求めて いた 力、 今回の 改正で は 日没の 早い 冬季に おいて は， 暗がり を 走行す 
る こと も ある こ とから ペダル リ フレク 夕， フロン トリ フレタ 夕 及び サイ ド リ フ レ クタ も 装着す るよ う 

改めた。 

しかし， ISO 8098 で 規定され る 幼児 車 は， 公道での 乗 用 を 意図す る もので はなく， そのための 装備 
がなくても よいと している ので， リ フレグ 夕， 警音器 及び 錠 は 規定され ていない。 
u) スタンド （本体の 5.15) lSO4 2 10 に， この 規定が なく， ISO8098 にも， この 規定 はない が， スタン 

ドを 装備した 場合の こと を 考え， 規定して いる。 

v) 試験 方法 （本体の 箇条 6) 必要 となる 試験 方法が 規定 されて いる が, 前述の とおり "部品 ご と に J1S 
が 定め られ ている もの は 該当する 日本工業規格に よ る 力、， 又は その 日本工業規格に 定め る 品質 と 同等 
以上の 品質の もの を 用いなければ ならない。" と 規定され ており， それら の 規格 も 参照す る 必要が あ る 。 

w) 検査 （本体の 箇条 7) 今回の 改正で は 形式 検査， 受渡 検査の 規定 を 改めた。 

x) 製品の 表示 （本体の 8.1) 今回の 改正で は ISO 8098 に 整合 させ 車体 番号 も 表示す るよう 規定した。 
y) 取扱説明書 （本体の 箇条 9) 今回の 改正で は， 特に 注意 を 必要と する 事項に ついては 字 を 大きく し 
た り ， 色 別 にす る ことな ど を 行って， 強調す る ことが 望ましい と 規定した。 そ の 他， 規定 文 を JIS D 9301 

に 整合す る よう 見直し を 図り， サ ドル 及び ハ ン ドル を はめ 合せ 限界 標識 を 超えて 調整 しない ことの 注 
意， 自転車の 放置に 関する 注意， 点検の 時期， ブレーキ レバーの 遊び， ブレーキ ワイヤの 伸びに 対す 
る 注意， ブレーキ ブロックの 交換 時期， 注油の 箇所 を 図示， 使用者の ための 相談 窓口の 所在地 及び 電 
話 番号， 廃棄に 関する 情報 を 記載す るよう 改めた。 

6 懸 Ir^H 

2005 年に 発行され た EN 14765 ： 2005 では， すべての 塗料， ハンドル バーのに ぎり， サドル トップに 有 
害な 材料 を 使用して はならない こと， いかなる タイ プの クイ ッ ク レリーズ 装置 も 使用して はならない こ と， 
サ ド ルか ら サド ル 前方 300 mm の 間で フレームの 上 パイ プに は 突起 物が あ つて はならない こと， ブレーキ 
レバーの 開き は 確認 用の ゲージに よって 判定す る こと， 手動 ブレーキの 制動 力の 規定が ISO 規格と は 異な 
る こと， ハンドル パーと ス テムの アセンブリ の 疲労 試験， 前 ホークの 強度 試験， ペダル 軸の 衝ゃ 試験， ク 
ランク アセンブリの 疲労 試験， サドルの 耐久 試験が 追加され ている こと， 車輪の 側方静 荷重 試験 は 200 N 
の 荷重で 実施す る ことな どに 差異が 見 られ るので， 欧州 か ら 自 転 車 を 輸出入す ると きに は 注意が 必要で あ 
る。 

7 原案 作成 委員会の 構成 表 

原案 作成 委員会の 構成 表 を， 次に 示す。 
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自転車 JIS 原案 作成 委員会 構成 表 

所属 

青山 学院 大学 
消費生活 アドバイザー 
独立 行政法 人 国民生活 セ ン夕ー 
財団法人 日本 消費者 協会 
財団法人 製品 安全 協会 
消費生活 アドバイザー 
社団法人 自転車 協会 
株式会社 シ マノ 

パナソ ニック サイ クル テツ ク 株式会社 
プリ ヂス ト ン サイ クル 株式会社 
株式会社 日 東 

財団法人 日 本 車両 検査 協会 
警察庁 交通 局 
経済 産業 省 製造 産業 局 
経済 産業 省 産業 技術 環境 局 
財団法人 日本規格協会 
財団法人 自 転 車 産業 振興 協会 
財団法人 自 転 車 産業 振興 協会 
財団法人 自 転 車 産業 振興 協会 



自転車 JIS 原案 作成 委員会 分科会 構成 表 

氏名 所属 

プリ ヂス トン サイ クル 株式会社 
パナソ ニック サイクル テツ ク 株式会社 

株式会社 シ マノ 
株式会社 日 東 

財団法人 日本 車両 検査 協会 
社団法人 自転車 協会 
経済 産業 省 製造 産業 局 
経済 産業 省 産業 技術 環境 局 
財団法人 日本規格協会 
財団法人 自 転 車 産業 振興 協会 
財団法人 自 転 車 産 菜 振興 協会 
財団法人 自 転 車 産業 振興 協会 

(文責 坪 井 信隆) 



史子孝 一 雄 子 勝 健 博 寛 章 秀治ニ 一 行 隆幸弘 

代 紀 

ぁ武 美禎敏 繁由豊 政 英幸輝 信秀勝 

ま 川 股野 持 枝 山 口 尾 藤 川 崎 川 井澤 藤 井藤 山 

小 勝 仲 剣 三 畠 川 増 伊 a 吉矢早 若 相 佐 坪 遠 亀 



寛 清 健 章 秀勝三 治 行 隆幸弘 

豊堅伸 輝 信秀勝 

原 尾 川 崎 口木 井藤 井藤 山 

轟 竹 増 吉矢川 鈴 石 佐 坪 遠 亀 



解 6 



著作 權法に よ り 無断での 複製， fe 載 等 は 禁止 さ れて お り ま す。 
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白 紙 



解 



hi) ii 丄に t リ". リ r ひハ わ':， ：バに '；は 禁止され ており ます。 



★ 内容に ついての お 問合せ は， 規格 開発部 棵準課 [FAX(03)3405-554I TEL(03)5770-157l] へ ご 連 給 

く ださい。 

★J1S 規 洛^ の 正-栗が 発行され た 場合 は， 次の 要領で ご 案内いた します。 

(1) 当 協会 発行の 月刊誌 化 ジャーナル'' に， 正 ■ ^の 内容 を揭 ^いたします。 

(2) 原則として 毎月 第 3 火 K 日に， "日経^^ 新 fftT 及び "日刊 T ，^新け l if のお S 発行の 広告欄 
で, jf : i?S が 発行され た JIS 規 f» 番せ 及び 規^の 名称 をお 知らせい たします。 

なお， 当 協会の JIS 予約者の 方に は， 予約され ている 部門で 正誤, が 発行され た^ 合， 動的 
にお 送りいた します。 

格お の ご注文 は， 出版^， 部 出版 サ一 ビス 第-つ 深 [TEL(03)3583-8002 FAX(03)3583-0462] 
义は の 当 協会 名 占 S 支部， 関西 支部に おきましても 承って おり ますので， お 申込みく ださい。 
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